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1.本研究の背景と目的
古くは 80年代の Free Software Foundation（FSF）に

よるフリーソフトウェア運動に端を発し，さらに，1998
年に Open Source Initiative（OSI）によって「オープン
ソースソフトウェア」という言葉が作られて以来，オー
プンソースソフトウェア（Open Source Software,以下
OSSとする）はサーバ分野を中心に広く普及が進んで
きた．また，昨今ではAndroidや RapsberryPIに代表さ
れるように，モバイル機器や組み込み機器でも OSSは
大きな存在感を示している．いわば，サイバーワール
ドの要素技術として OSSは主要な技術を占め，いまや
OSSを抜きにしてサイバーワールドを実現することは
不可能と言っても過言ではないだろう．
ただし，20年近い年月を経て，サイバースペースを

支える要素技術の動向は大きく変化し，そこで活用さ
れる OSSの人気やトレンドも大きく変化した．具体的
には，OSSが登場した 90年代後半から 2000年にかけ
ては，まだサーバのシステムで OSSをいかに効率的に
利用するかという話題が中心であった．ところが，昨今
ではクラウドコンピューティングが主流の環境となって
おり，クラウドのプラットフォームでいかにして OSS
を効果的に活用するか，あるいは，クラウド環境自体を
OSSでどのように実現するか [1]といった話題に議論
の焦点が移っている．それはたとえば，日本 OSS推進
フォーラム*1 では，2009年度にクラウド戦略検討チー
ムが設置され，翌年度から本格的にクラウド関連の部
会が設立され今に至っていることにも見て取ることが
できる．
また，OSSにはその開発や活用方法の性質から，開

発者や利用者が集団，コミュニティを生成し，各コミュ
ニティにおいて積極的な情報交換・情報共有が進めら
れるという特徴がある．そのため，OSS研究に関して
は，単にソフトウェアの技術開発に関する工学的な研
究だけではなく，コミュニティ参加者の人的ネットワー
ク分析 [2, 3]など，社会科学研究者による人間系の研
究や社会動向の研究も数多く進められている．
本研究に先んじて実施されたものに，開発者が参加

する勉強会に焦点をあて，その勉強会のタイトルに含
まれるキーワードを分析することにより技術動向のト
レンドを解明しようとした研究がある [4]．また，Social
Network Services（SNS）や Consumer Generated Media
（CGM）などのコンテンツを分析して技術トレンドを
明らかにしようとする研究 [5, 6]もこれまで実施され
てきた．本研究はまた違った側面から同様の分析を行
うことにより，OSS関連技術の傾向について新たな知
見を得ることを目的として実施したものである．
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*1http://ossforum.jp/

図 1: オープンソースカンファレンスのウェブサイト

2.分析方法
本研究の実施にあたっては，「OSSに関するコミュニ

ティや技術者の発する情報を分析することで，同分野
の技術動向を浮かび上がらせることができる」という
仮説を設定した．さらに，コミュニティや技術者の発
する情報として，技術者やコミュニティのメンバが集
まるイベントでの発表タイトルに着目し，発表タイト
ルに含まれる用語の出現頻度を分析すれば，全体とし
ての傾向をつかめるのではないかと仮定した．
以降で，具体的な分析対象と分析の手順について，説

明する．
2.1.分析対象
今回の分析は，日本国内市場を対象に限定する．そ

のため，テキストマイニングの方法としては英語で表
現される技術用語（英文キーワード）と，日本語で表
現される技術用語（和文キーワード）の二種類を対象
に設定した．
日本国内で実施されるOSS関連イベントはいくつか

存在するが，今回の分析対象として，株式会社びぎねっ
とが運営している「オープンソースカンファレンス」を
対象に選定した（図 1*2）．
以下に，同サイトに掲載されている「オープンソー

スカンファレンスとは」という説明を引用する．

オープンソースカンファレンスは，オープン
ソースの今を伝えるイベントです．東京だけ
でなく，北は北海道，南は沖縄まで全国各地
で開催しています．オープンソース関連のコ
ミュニティや協賛企業・後援団体による，セ
ミナーやプロダクトの展示などを入場・参加
料が無料でご覧いただけるイベントです．

*2http://ospn.jp/
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図 2: 分析対象とした発表タイムテーブルの例

2004年に第 1回が実施されたこのカンファレンス（以
下，OSCとする）は，このように全国各地で開催され
ており，10年めを迎えた昨年には，第 100回に数えら
れるイベントが開催された．同サイトには過去のプロ
グラム（図 2）やレポートが逐次集積されており，OSC
の歴史を辿ることができる*3．
昔から現在までほぼ毎回参加する人から，ふらっと参

加してみたという人まで幅広い人が参加し，また，カー
ネル技術者に近いレベルから，技術者ではないが何ら
かの形でコミュニティに参加している人というレベル
まで，多種多様な立場の人が参加していることも特徴
である．さらに，東京で開催する際にはのべ 1,000人
を超える規模となる一方で，地方開催の場合は数十人
から 100人規模となるなど規模のばらつきもある．
2.2.分析の手順
分析に使う語彙データは，次の手順で抽出した．

1. 発表タイトルの取得
2. データのクリーニング
3. 英単語の抽出
4. 日本語単語の抽出

【発表タイトルの取得】OSC過去の開催記録から，タ
イムテーブルをダウンロードする．タイトルは全て詳
細内容説明のページにハイパーリンクが貼られており，
<a>タグで囲まれているので，それをキーにして抽出
する．なお，この際に目視で確認を行った．
【データのクリーニング】取得したデータのクリーニン
グは以下の手順で実施した．

• 「ライトニングトーク」や「開会式」「閉会式」関
連は全て削除（ただし，あるテーマのもとでのラ
イトニングトークなど，特定のセッションとして
成立しているものは残した）
• 全角アルファベットを半角に変換（図 3，◯1）
• 開始終了時間に関する情報，【飲食可】【2 コマ連
続】などの情報，会場の情報や事前登録などの内

*3第 1 回開催に関する詳細な記録は残されていない．

表 1: 英文キーワードの出現頻度上位 20位
数 キーワード 数 キーワード

339 OSS 56 jus
158 Web 50 PHP
136 PostgreSQL 50 OS
129 Linux 48 LPIC
127 MySQL 43 OpenOffice.org
109 IT 41 WordPress
95 CMS 39 LibreOffice
78 Ruby 39 EC
77 OpenStack 38 Hinemos
71 NetBSD 38 HTML5
62 Android – –

容とは関係ない情報，（前）（後）などの情報*4は，
目視およびスクリプトで削除（図 3，◯2）
• 複数コマに跨る同名セッションは，ひとつに纏める

【英単語の抽出】ITの文脈において，通常，多くの技術
用語，とくにソフトウェアやテクノロジの名称に関し
ては，英単語をそのままアルファベットで記載するこ
とが多い．そこで，まず，それらの単語に関する出現
頻度を分析することとして，英文のフレーズを抽出し
たうえで（図 3，◯3 ），単語に分割，数字や前置詞等，
意味のない単語を削除する処理を加えた（図 3，◯4）．
【日本語単語の抽出】最後に，形態素解析器（chasen）
を利用し和文単語を抽出，日本語によるキーワードの分
析を加えた．その際，ゆらぎを排除するために，「キー」
「フリー」以外の末尾長音を削除する処理を加えている
（図 3，◯5）．なお，chasenで処理する際には，「オープ
ンソース」「クラウド」など，OSSに特化したいくつか
の単語を標準の辞書に追加して処理を実施した．

3.分析結果
分析の対象とした OSCは，2015年 3月に実施され

たOSC東京までであり，対象としたタイトルリストの
ファイルは 152件に及ぶ*5．
3.1.英文キーワードの分析結果
英文キーワードの出現頻度を整理したところ，上位

20位までのキーワードは表 1に示すとおりとなった*6．
OSS や Web といった包括的なキーワードが上位を

占めているのは当然として，データベース，Linuxや
NetBSDといったOS*7に関連するキーワードが現れてい
ることに加え，CMS，WordPress，Ruby，PHP，HTML5
など Web 系のキーワードが多く現れている点が興味
深い．
なお，これらの英文キーワードに基づきワードクラ

ウドを作成したものを図 4に示す．
*42 コマ以上に跨るセッションは「◯◯◯（前）」「◯◯◯（後）」

と記載されるケースが多く，それらをまとめるための処理が必要と
なる．

*5東京，関西，福岡，札幌など大都市圏で開催される OSCは 2日
間のプログラムが組まれており，そのような OSCは，日付毎にタイ
ムテーブルが紹介されているため別ファイルとして扱った．

*620 位が同数で 2 つあるため，21 件をリストアップしている．
*7「OS」といったそのものズバリのキーワードもリストアップさ

れている．
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図 3: データ処理に利用したスクリプトの例

図 4: 発表タイトルに現れた英文キーワードによるワー
ドクラウド（tagxedo.comにより作成）

3.2.日本語キーワードの分析結果
抽出した日本語キーワードは，各年度で出現頻度を

比較して技術動向のトレンドを分析するとともに，それ
ぞれのイベント毎に出現頻度を集計することによって
出現頻度空間を構成し，同空間内における各キーワー
ド間距離を用いてクラスタリングを実施，キーワード
の関連性を調べた．
発表タイトルに現れた和文キーワードの年別の変遷

と，クラスタリング結果をそれぞれ表 2および図 5に
示す．なお，表 2は，左から順に，2005年から 2015年
までの講演発表で最も多く用いられたキーワードの上
位 30位を，各年における分析対象データ中の出現頻度

図 5: 発表タイトルに現れた和文キーワードのクラスタ
リング結果

（%）とともに並べたものである．
和文キーワードの年別遷移をみると，全ての年で

「オープンソース」や「紹介」といったキーワードが
上位を占めているが，年が新しくなるにつれて「クラ
ウド」というキーワードが台頭してきている様子を確
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表 2: 発表タイトルに現れた和文キーワードの遷移

表 3: 発表タイトルに現れた英文キーワードの遷移

認することができる．すなわち，OSSの文脈において
もクラウドコンピューティングが主役の座を得たこと
を示しているといえよう．これは，英文キーワードの
年別出現頻度（表 3）をみると，クラウド関連技術が年
とともに増えていることからも裏付けられる．
また，クラスタリング結果からは，「活用」「事例」や，

「最新」「動向」といった新しい技術や動向，事例の紹
介といった性質を如実に表している様子を見て取るこ
とができる．その他にも，「運用」「管理」や「システム」
「監視」，あるいは「オープン」「データ」など，OSC
に参加して発表する人々の興味の対象のいくつかを確
認することができた．

4.まとめ
本研究では，10年間続けられてきたOSCというイベ

ントにおける発表タイトルに着目し，それらのタイト
ルを分析することによりOSS業界のトレンドを確認す
ることができるのではないかとの仮説を検証した．デー
タの分析から大まかな傾向を確認することができ，設
定した仮説は支持された．
ただし，OSCでは毎回参加して特定の技術をアピー

ルするいくつかのコミュニティが存在するため，今回
の分析ではそれらの影響を排除することができなかっ
た．したがって，若干の偏りが紛れ込んでいる可能性
は否めない．たとえば，NetBSDのシェアは IT産業に
おいてはそれほど大きくはないが，OSCにおいては強

い影響力を持つ人物が同コミュニティに存在するため，
今回の分析において NetBSD関連の占める割合が実際
よりも大きくなっているという例が認められる．この
点は反省点として真摯に受け止め，次回に同様の分析
を行うときは配慮する必要があるだろう．
今回は，日本の OSSコミュニティを対象として分析

を実施したため，OSCの開催データを取得して分析し
た．OSSの文脈においてもクラウド関連技術が台頭し
てきているという技術トレンドは世界的なものである
ことを検証するため，世界各国のデータを対象とした
分析が，今後の検討事項として残されている．
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